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だいじょうブイ！！よもぎ温泉！！

漬

物

膕

に

塩

ふ

印

と

毋

は

産

ん

だ

か放

哉

ふ

札

あ

い

セ

ン

タ

ー

・

よ

も

ぎ

温

泉

が

オ

ー

プ

ン
し

た
。

簡

単

に

言

え

ば

村

の

朧

昌

だ
。

ゆ

っ

た

り

で

き

て

、

少

し

豪

華

な

銭

湯

と

思

え

ば
よ

い
。

わ

が

村

け

、

県

内

で

も

珍

し

い

銭

湯

の

な

い
市

町

村

ご

っ

た

。

だ

か

ら

、

ど

二

の

家

で

も

内

風

呂

を

持

っ

て

い

る
。
し

か
し

、

た

く

さ

ん

の

村

人

加

青

森

市

の

郊

竍

匹

泉

に

通

っ
て

い

た
。

あ

そ

こ

の
人

七

、

、
言

Ｊ
の

人

七

、

あ

っ

ち

の
人

七

と

数

且
廚

の

斗

泉

で

多

く

の
蓬

田

村

民

が
見

ら
札

た
と

い
う
。

き

っ

と

、

温

泉

が

好

き

な

村

民

性

と

い
う

も

の
で
も

あ

る
の

だ
ろ
う

。

よ

も

ぎ
温
泉

に
は

、
身

休
的

に
障

害

を

持

っ

て

い

る

人

を

楽

口

入

浴

さ

せ

る
施

設

も

備

え

て

い

る
。

今

年

の

稲

作

は

割

と

良

か

っ

た

ら

し

い

。

収

穫

後

の

疲

札

を

い
や

卞

口

は

れ

泉

が

い

い
。

よ

も

ぎ

温

泉

へ
行

っ

て

、

身

も

心

も

卞

了

芒

り

さ

廿

て

、

二ヽ

札

か

ら

の
ｙ
』
と

を

じ

っ

く

り

考

え

よ

う

。

11月
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広報よもぎた

●
平
成
三
年
度
決
算
認
定
さ
れ
る
。

普
通
会
計
歳
出

締
め
て
二
十
三
億
三
千
九
百
六
十
九
万
二
千
円

平
成
三
年
度
決
算
は
、
九
月
定

例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九
月
十

八
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村

税
や
地
方
交
付
税
、
国
、
県
支
出

金
な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、

ど
の
よ
う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い

る
か
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

◆

目

的

別

に
見

た

歳

出

・保育所費…………66,888千円

・児童館費…………14,860千円

◇衛　生　

費
193,810 千 円(8.3%)

・地区環境整備組合負担金39,551 千 円

・温泉ボーリングエ事費16,480 千 円

・ふれあいｾﾝﾀｰ 建設工事費48,425 千 円

・老 人保 健事業 費…15,760 千 円

_◇労　　 働　　 費

493 千円(0 ．0％)

・労働者協議会補助金135 千円

・対 雇用促進前 協 会他金…136 千円

◇議　会　費
63,687 千円(2 ．7％)

・議員報酬…………35,086 千円

・議員活動費………7,723 千円

◇総　　 務　　 費」

756,293 千 円(32.3%)

・ 積立 金(財調･ 減働147,000 千 円

･ 玉松訪 備事業用地則 費21,303 千 円

・ 玉松スポーツガーデン勁 工頴163,198 千 円

・ 地域総合整備資金則 行27,000 千 円

◇民　生　費
202,392 千円(8.7%)

・老人福祉費　　　31,982 千円

村民１人からいただいた村税(総額42,467円)の状況

村　民　税

肛

15,356円

法　 人　 税

口口口

芟

1,795 円

固定資産税

兪

Ξ 。ご

20,877円

軽自動車税

ぶ 五器

979円

村たばこ税

湍

3,460円

※平成4年3月31日

現在人口

4,084人で算出

平成３年度決算認定から●2



広報よもぎた

●入ったお金 ●出たお金
依存財源81.3 ％ 自主財源18.796
科　　　　 目 金　　　 額 構成比 科　　　　 目 金　　　 額 構成比

地 方 譲 与 税

千円

42,730

％

1.8 地　 方　 税

千円

173,417

％

7.2

利子割交 付金 6,296 ０．３ 分 担 金 及 び

負　 担　 金
636 ０．０

自動 車取 得税

交　 付　 金
23,862 １．０

使　 用　 料 15,430 ０．７

地 方 交 付 税 1,350,127 56.2 手　 数　 料 1,710 ０．１

交通安 全対策

特 別 交 付 金

1，986 ０．１
財 産･ 収 入 44,236 １．８

寄　 附　 金 300 ０．０

国 庫 支 出 金 143,391 ６．０ 繰　 入　 金 137,600 ５．７

県 支 出 金 117,639 ４．９ 繰　 越　 金 30,444 １．３

村　　　　 債 264,100 11.0 諸　 収　 入 45,429 １．９

小　　　　 計 1,950,761 81.3 小　　　　 計 449,202 18.7

歳入合計　2,399,963 千円

区　　　　　 分 決　 算　額 構成比(％)
前年度 と比

較増減( ％)

義　務　 的　経　費

人　　 件　　 費

扶　　 助　　　費

公　　 債　　　費

832,434

637,903

22,950

171,581

35.6

27.3

1.0

7.3

５．９

７．４

14.9

△ ０．３

投　 資　的　経　費

１　普 通建設事業費

補助事業

単独事業

２　災害復旧事業費

補助事業

単独事業

715,139

621,193

197,062

424,131

93,946

86,947

6,999

30.5

26.5

８．４

18.1

４．０

３．７

０．３

△23.0

△14.3

△53.5

40.8

△53.9

△55.0

△35.3

そ　　　　の　　　 他

物　　 件　　 費

維 持 補 修 費

補　助　 費　等

積　　 立　　 金

投資出資 貸付金

繰　　 出　　 金

792,119

189,959

27,195

160,627

279,969

47,682

86,687

33.9

８．１

１．２

６．９

12.0

２．０

３．７

0.6

0.1

3.3

.9.8

△14.2

132.6

10.3

合　　　　　 計 2,339,692 100.0 △ ６､５

◇教　育　

費
263,740 千円(11.3%)

・小学校費…………21,134 千円

・中学校費…………21,479 千円

・幼稚園費…………19,213 千円

・学校給食費………47,066 千円

◇災害普及費
93,946 千 円(4 ．0％)

・ 河川災割引日工事費　15,527 千 円

◇公　債　費
171,581 千円(.7.3%)

・元金……………102,003 千円

・利子………………69,578千円

◇土　木　

費
214,167 千 円(9.1%)

・ 公 営住宅 改修工事6,798 千 円

・ 特定交通安全施設整備費1,010 千 円

・村道舗装工 事……7,937 千 円

・村道改良工 事……8,086 千 円

・除雪ドーザ購入費 ‥･11,989 千 円

・漁港 改修 …………6,000 千 円

・板木沢丿膃 害関連工事…19,327 千 円

◇消　防　費

91,191 千 円(3j9 ％)

・広域 消防負担金…43,388 千 円

・防 火水槽新 設……9,538 千 円

・屐ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 新設　6,942 千円

・ ポンプ自動車購入費　13,375 千 円

◇農林水産業費
282,038 千 円(12.1%)

・ 団体営農道整備費 ‥･12,199 千 円

・ かんがい排水工事費･･ 6,900 千 円

・農免農 道( 蓬 田)28,000 千 円

・ 団体営農道用地買収費　2,801 千 円

・ 山村振興等対策事業費　13,466 千 円

・ 水田農業確立対策費　11,184 千 円

・村営分収林下刈工事費　836 千 円

・村営分収林造林工事費　3,552 千 円

・村営分収林除間伐工事費2,183 千 円

・冷害対 策費………17,597 千 円

◇商　工　費
6,354 千 円(0 ．3％)

・商工 会補助金… …1,000 千 円

・村おこし事業補助金　‥･300 千 円

・観光 協会補助 金…1,800 千 円

村民１人に使われた村のお金(総額572,891 円)の状況

総 務 費

氏

,^l･

謳

185,184円

民 生 費

言

49,557円

農林水産業費

谷

69,059 円

土 木 費

言

52,440円

教 育 費

恥

64,579円

公 債 費

言

42,013円

議 会費　15,594 円

衛生費　47,456 円
労働 費　　121 円
商工 費　1,556 円

消防 費　22,329 円
災害復旧 費

23,003 円

3●平成３年度決算認定から



広報よもぎた

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
落
成
式

十
月
二
十
二
日
（
木
）
午
前
十

時
四
十
一
分
か
ら
、
「
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
よ
も
ぎ
温
泉
」
の
落

成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
関
係
者
百
人
が
参
列
し

八
戸

良
次
郎
村
長

、
清
水
信
造
村

議
会

議
長
は
じ

め
関

係
者
に
よ

る

テ

ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

午

後
か
ら
農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
祝
賀
会

で

は
八

戸
村
長

が
「
村
民
け
じ

め

近
隣
町

村
の
方
も
大
い
に
利
用
し
、

い
っ

そ
う

の
健
康

づ
く
り
に
役

立

て
て

も
ら
い
た

い
」

と
あ

い
さ
つ

来
賓

の
神
山
久
志
県
議

会
議
員

、

清
水
村

議
会
議
長

が
そ
れ

ぞ
れ
祝

辞
を
述

べ
ま
し
た
。

よ
も

ぎ
温

泉
は
二

十
四

日
に

オ

ー

プ
ン
し

、
初
日
の
入
浴

者
は
約

四

百
人

、
二

日
目
は
約
七
百

人

と

好

評
で

、
村

外
か
ら

の
利
用

者
も

多

く
見
受
け

ら
れ
て

い
ま
す
、

ぬぐだまるいい湯

っこ だよ　 芯 が ら

暖 まっ た おん

温
泉
の
感

想
ひ
と
こ
と

俺らだぢ、これで

４回目だヨ明日も

来るよ

車
に
気
を
つ
け
て
ね

第
四
回
蟹
田
地
区
高

齢
者
自
転
車
競
技
会

九
月
三
十
日

（
水

）
自

転
車
競

技
を
通
じ
て

、
高
齢
者

の
交
通

安

全
知
識
の
向
上

と
交
通
安

全
思

想

の
高
揚
を
図
り

、
正
し

い
交
通

ル

ー
ル
と
交
通

マ
ナ

ー
、
高
齢
者

の

交

通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図

る
こ

と
を
目
的
に

、
第
四

回
蟹
田
地
区

、

高
齢

者
自
転

車
競
技
会

が
開

催
さ

れ
ま
し

た
。

競
技
は
午
後
一

時
三

十
分

か
ら

蟹
田

警
察
署
前

駐
車
場
で
行

わ
れ

選
手
（
六
十
五
才
以
上

）
は
発
進
、

左
折

、
一
時
停
止

、
ス
ラ

ロ
ー

ム

走
行

、
正
し

い
ブ
レ
ー
キ
操
作
、

（

ン
ド

ル
操
作
等
の
審
査
項

目
に

挑
み
ま
し

た
。

結
果

は
、
団
体

の
部
で
参
加
し

た
蓬
田
Ｂ
チ

ー

ム
（
越
田
久
治

さ

ん
、
木
戸
弘
さ
ん
、
越
田
幸
一
さ

ん
）
が
み
ご
と
準
優
勝
、
個
人
種

目
で
は
坂
本
増
吉
さ
ん
（
中
沢
）

が
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

特別賞(80才以上) 個人種目３位 準優勝蓬田Ｂチーム

第
一
回
、
東
郡
壮
年
野
球
大
会
一

東
郡
体
協

十
月
十
八
日
（
日
）
午
前
八
時

か
ら
蟹
田

町
営
野
球
場
に
お
い
て
、

第
一
回

、
東
郡
壮
年

野
球
大
会

が

開
催

さ
れ
ま
し
た
。

東
郡

の
全
町
村

が
参

加
し

た
今

大
会

、
参

加
資
格

が
四

十
才
以
上

と
、
集
ま

っ
た
選
手

は
昔
、
朝
野

球
な

ど
で

顔
馴
染
み

、
和
気
あ

い

あ

い
の
内

に
試
合

が
始

ま
り

、
（

ツ
ス

ル
プ
レ
ー
や
珍

プ
レ
ー
で
会

場

は
賑

わ
い
ま
し

た
。

蓬
田
チ

ー

ム
は
蟹
田
町

と
接
戦

の
末
、
五
対
三

で
惜
し

く
も
一
回

戦
で
敗
退
し

ま
し
た
。

優
勝
は
平

内
町
チ

ー
ム
で
し
た
。

コ
ス
モ
ス
い
っ
ぱ
い
（
中
沢
）

中

沢
部
落

の
村
道
沿

い
に
コ

ス

モ

ス

が
綺
麗

に
咲
き
ま
し

た
。

一
昨
年

か
ら
花

い
っ

ぱ
い
運
動

に
取

組
み

、
昨
年
は
ヒ

マ
ワ

リ
、

そ
し

て
今
年

は
コ
ス
モ

ス
と
、
六

月

、
部
落
全
員

で
種
を
植

え
ま
し

た
。

坂
本
恆
三

部
落
長
は

「
植
え

つ
け

、
手
入

れ
、
後
始
末

と
手

間

は
か
か
る
が
、
綺
麗
な
花
を
見
る
と

心

が
和

む
、
今

後
も
続
け
て
行

き

た

い
」

と
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

ふれあいセンター落成式から●4



広報よもぎた

交通事故死ゼロ千五百日！
東
郡
蟹
田
地
区
交
通
安
全
協
会

と
蟹
田
署
は
こ
の
ば
ど
、
蓬
田
村

交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
管
内
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
五
百
日
達
成

に
寄
与
し
た
三
団
体
を
、
蟹
田
署

で
表
彰
し
た
。

同
村
で
は
昭
和
六
十
三
年
八
月

二
十
三
日
、
郷
沢
地
区
の
村
道
で

道
路
を
横
断
中
の
女
性
が
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
衝
突
さ
れ
て
死
亡
す
る

事
故
が
あ
っ
た
。
以
来
、
村
広
報

無
線
に
よ
る
呼
び
か
け
や
母
の
会

の
街
頭
活
動
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

安
全
運
動
に
努
め
た
結
果
、
十
月

一
日
で
千
五
百
日
を
達
成
し
た
。

表

彰
さ

れ
た
の
は
同
村

の
交
通
安
全
協

会

（
佐

藤
宜
二

会
長

）
、
交
通

指
導
隊
（

坂
本

重
学

隊
長

）
、
交
通
安
全
母

の
会
（
山

舘
洋

子
会
長

）
の
三
団

体
。

表

彰
式
で
は
工

藤
敏
信
署

長

が
各
会
長

等

に
表

彰
状
と
盾

を
手
渡
し

た
。

佐
藤
会
長

は

「
受

賞
を
励
み

に
死
亡
事
故

抑
止

ゼ
ロ
旗
運

動

を
積
極
的

に
進
め
、
二
千

日
を
目
指
し

て

頑
張

る
」
と
一
層

の
活
動

を
誓
っ
て

い
た
。

村
の
三
団
体
表
彰
蟹
田
地
区
安
協

雌の部で倉谷初三郎さんの「くずわら11」が優等賞！
雄 の 部 で 天 内 与 作 さ ん の「富 馬 」が ー 等 賞

第 九 回 村 畜 産 共 進 会

十
月
二

十
一
日

（
水

）
村

営
牧
場

に
お
い
て

、
村

肉
牛

生

産

組

合

（

細

谷

靖

信

組

合
長

）
主

催
の
第
九
回

村
畜

産
共
進
会

が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。こ
の
共

進
会
は

、
蓚

酪
農

家

が
日
頃

丹
精
込

め
て
育
て

上
げ

た
子

牛
（
黒
毛
和

種

）

の
発
育
状
態
を
競
う
も
の
で
、

今
回
は
十

九
頭

が
出

品
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
八

時
か
ら

体
重
の
渕

定
か

行

わ
れ

、
引

き
続
き
午
前

九
時

か

ら

、
家
畜

保
健
所
、
東

農
林
事
務

所

、
青
森
地
区

普
及
所

に
よ
る
審

査

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●・メスの部

優等賞　くすねら11　　倉谷初三郎

一等賞　しんたか　　　川内勇次郎

二等賞　第10はらだ　　天内　与作

三等賞　きたゆき　　　中川亮一郎

●･オスの部

一等賞　富　馬　　　　天内　与作

二等賞　北　福　　　　森　　秀夫

三等賞　福　茂　　　　川内勇次郎

5 ●事故死ゼロ千五百日から



愛
の
献
血
こ
協
力
あ
り
が
と
う
！

成分献血の様子

十
月
二
十
一
囗
（
水
）
村
役
場

前
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
献
血

に
、
男
性
三
十
七
人
、
女
性
十
五

人
の
方
々
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
。

献
血
に
は
二
百
戻
献
血
、
四
百

訛
献
血
の
ほ
か
、
血
液
中
の
血
漿

や
血
小
板
と
い
っ
た
成
分
だ
け
を

か
け
て
い
た
だ
く
成
分
献
血
の
三

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
九
月
に

実
施
さ
れ
た
成
分
献
血
に
も
二
十

六
人
の
方
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
に
科
学
が
進
歩
し
て
も

一
輪
の
花
も
生
み
出
寸
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
、
血
液
は
み
な
さ

ん
の
優
し
い
愛
に
依
存
す
る
し
か

方
法
か
お
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
の
温
か
い
心
が
尊
い

命
を
救
っ
て
い
ま
す
。

10 月21 日 実 施

中　　沢　坂本　　亮　坂本　重彦　坂本　ミヤ　三上　範夫

長　　科　松本　栄徳　工藤美智子　松元　正紀　松本　龍平

古川　正隆

阿弥陀川　青木　　敬　木村　伸一　白取　秀子　翕谷　義幸

青木　倉元　森　　一也　青木　弘美　川内　儷成

工藤　章子　八戸　　緑　八戸　則子　青木　成功

蓬　　田　田中　光明　津島　永孚　小松　生佳　津島　康洋

二唐美代子

郷　　沢　大沢友紀子　福井　俊行　高田　恵美　中川　　悟

高田　重義　木村　克雄　福井　英一

瀬 辺 地　飯田傳四郎　工藤みゆき　田中　　武　坂本　　登

越田　茂弘　起田　美尋

広　　瀬　川崎　幸治　柿崎　真人　田中セツヱ　柿崎　　誠

佐井　勝治　佐井　浩行

村外の方　武田　久幾　木村　春美　有馬　友幸　坂本　勝教

川崎　清春　青木百合子　佐井　修次

犯 罪 捜 査 に;7 協ヽ 力 を 〈蓬 田 駐 在 所 よ り 〉

|住民の安全を維持するためには、警察が努力することはもち

ちろんですが、これまで以上に捜査活動に対する住民一人ひ

とりのご理解とご協力が重要となっています。

警察では住民の皆さんに、特に、次の点を中心に捜査活動

ｊ

に対するご協力をお願いしています。

○事件の発生を知ったら、直ちに110 番通報を

爿釘牛発生からJ児場到着までの|時間力咳豆いほどj巳人のﾎ食挙率も高
くなっています。ですから事ｲ牛の発生を知った場合には･一刻も当1-

く110 番をお願いします。

○被害にあったら必ず届出を

もし、皆さんが不幸にして何らかの犯罪の被害にあわれても、

被害の届出をしていただかないと警察では事件が発生しているこ

とさえ分からず、す史査することも、必要な手を判 つ̂こともできな

いこと力ゞあります。

どうか面佳Ｕ廷が`らずに、-ぜひ届出をしてください。

○き巳罪について失口っている事は、不責4亟的に迴i報

警察では、どんな小さなことであっても、犯罪に関して見たり

聞いたりしたことについて、皆さんからの積極的な通報をお待ち

しています。

○聞込み捜査にご協力を

警察では、協力をいただいた方にご迷惑をかけたりすることの

ないよう十分配慮していますので、搜査員が聞込みなどでお伺い

した際には、どうか積極的なご協力をお願いします。

献血協力・蓬田駐在所から●　6

11月２日より平成 ５年用年

賀はがき好評発売中です。

お早めにお買い求め願います。

陸奥蓬田郵便局

無 地41 円

絵入り　46円
全国版（－）朝陽

（二）紅梅

地方版　　　鳩笛

11月15日　七

五三

ぬれ手 でプ ラグ はやめ まし ょう

（ 財） 東北 電 気保安 協 会



お

い
し

い

お

酒

に

す

る

為

に

″
心
と
体
に
よ
い
飲
み
方
を
″

今
な
ぜ
ア
ル
コ
ー
ル

が
問
題
な
の
？

ア

ル
コ
ー

ル
は
昔

か
ら
「
百

薬

の
長
」

と
も
「

き
ち

が
い
水
」

と

も

い
か
れ
て
き
ま
し

た
。
心
身

を

リ
ラ

ッ
ク
ス

さ
せ
て

ス
ト

レ
ス
解

消
に

役
立
つ
反
面

、
極
端
な
場

合

に
は
急

性
ア

ル
コ

ー
ル
中
毒

に
よ

る
死
亡

例
も
み
ら

れ
る
こ

と
か
ら

も
わ

か
り
ま
す
。
し

か
し
、
今

の

日
本

で
は
世
界
中

の
お

い
し

い
お

酒

が
簡
単
に
飲

め
る
事
と

、
女
性

の
飲
酒

者

が
増
加
し

た
こ

と
も
手

伝
っ
て

、
わ

が
国

の
ア

ル
コ

ー
ル

消
費
量

は
こ
こ
数
十
年
増
え
続
け
、

毎
年
最

高
記

録

を
更

新
し
て

い
ま

す
。
ア

ル
コ

ー
ル
消
費
量

の
増

加

と
肝
硬

変
発
生
率

の
増
加
、

さ
ら

に
ア

ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
増
加

と

は

、
き
わ

め
て

高
い
相
関
関
係

か

お

る
こ
と
か
ら

も
、
私
達
は
ア

ル

コ

ー
ル
に
つ

い
て
正

し

い
知

識
を

も
ち
賢

く
つ
き
あ
う

こ
と

が
大

切

で
す
。

●
日
本
酒

・
ウ
ィ

ス
キ
ー

ど
ち

ら

が

き
つ
い
？

ア

ル
コ
ー

ル
は
大

き
く
か
け

て

醸
造
酒

（
清
酒

・

ビ
ー

ル

ー
ワ

イ

ン
）
と
蒸
留
酒
（

焼
酎
・
ウ

イ
ス

キ

ー
・
ブ
ラ

ン
デ
ー
）
に
区
別

さ

れ
ま
す

が
、
醸
造
酒

に
は
糖
質

が

含
ま

れ
比
較
的
ア

ル
コ
ー

ル
濃
度

が
低

く
、
蒸
留
酒

に
は
糖
質

が
含

ま

れ
ず
ア

ル
コ
ー

ル
濃
度

が
高
い

も

の
が
多

い
と

い
う

特
徴

が
あ

り

ま
す
。

い
ず
れ
も

膵
臓
や
糖
代

謝

に
対
す

る
悪

い
影

響
か
お
り

、
糖

尿
病

の
人
に
は
蒸
留
酒

が
よ

い
と

い
う

の
は
全
く
間
違
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

健

康

障

害

●
ア
ル
コ
ー
ル
と
循
環
器
疾
患

従
来
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
な

ら
血
圧
を
下
げ
る
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
少

量
か
ら
血
圧
を
上
げ
る
と
い
う
報

告
か
お
り
、
血
圧
の
高
い
人
が
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
は
大
変
危

険
で
す
。
ま
た
、
長
年
の
間
に
心

臓
病
と
脳
卒
中
に
か
か
り
や
す
く

な
っ
て
き
ま
す
。
血
圧
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
良
く
保
た
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
血
圧
が
高
い
傾
向
に
あ

る
人
は
、
主
治
医
の
指
示
を
よ
く

守
り

節
度
あ

る
飲

酒
を
心

が
け

る

こ

と
が
大
切
で
す
。

●
ア

ル
コ

ー
ル
と
肝
疾
患

大
量

の
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
取

す

る

と
、
ア

ル
コ

ー
ル
や
そ

の
代

謝

産
物

の
作
用
に
よ

り
、
さ
ま

ざ
ま

な
肝

疾
患
を
起

こ
し

ま
す
。
。

脂
肪

肝
は

、
脂
肪
代
謝

が
円

滑

に
行

わ
れ
な
く

な
っ
た
結
果

脂
肪

が
肝

細
肪
に
蓄

積
し

た
状
態

を
い

い
ま
す
。

肝
炎

は
、
肝
細
肪

の
破

壊

と
炎
症
を
伴

っ
た
状
態
で
す

。

肝
線

維
症
は

、
炎
症
の
く
り

返
し

に
よ
り

繊
維
分

か
増
え
た
状
態

で

あ
り

、
さ
ら

に
炎
症
を
く
り

返
す

と
肝
更

変
に
至
り

ま
す
。
肝

臓
は

″
沈

黙
の
臓
器

”
と
い
わ

れ
る
よ

う
に

、
症
状

が
表

わ
れ
に
く

く
、

症
状

が
出
て
き

た
時
に
は
完
治
し

に
く

い
ま
で
に

進
ん
で

い
る

こ
と

が
多

い
為
、
く

れ
ぐ

れ
も
油
断

は

禁
物
で

す
。

●
ア

ル
コ

ー
ル
と
癌

ア

ル
コ
ー

ル
を
多

量
に
飲

む
人

は

、
肝
硬

変
に

な
り

や
す
く
乂

、

肝
硬
変

の
人
は
肝

臓
癌
に
も

な
り

や
す

い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

又

、
濃
い
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲

む
人

は
食

道
癌
や
口

腔
癌
に
も
な
り

や

す

い
と

い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●

ア
ル
コ

ー
ル
と
膵
炎

大
量

の
ア

ル
コ
ー

ル
を

飲
み
続

け
て

７
～
８

年
す

る
と
騨

炎
を
発

症
す

る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

慢
性

化
し

や
す
く
徐

々
に
機
能
障

害

が

進
行
し

、
消
化
不

良
に
よ

る
下

痢

や
糖
尿

病
な

ど
に
至

り
ま
す
。

●
ア

ル
コ

ー
ル
と
胃
・
十

二
指
腸

潰
瘍濃

い
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料

は
粘
膜

を
障

害
す
る
為

、
胃
・
十
二

指
腸

潰

塲
を
引
き

お
こ
し
や
す

く
な
り

ま
す
。

か
か
っ

た
人
は
直

ち
に
禁

酒
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

た

だ
し

、
潰
倫

が
完

全
に
治
り
医

師

が
認

め
た
場
合

に
は
、
少
量

で
あ

れ
ば
差
し

つ

か
え
あ
り
ま
せ

ん
。

●
ア

ル
コ

ー
ル
依
存
症

ア

ル
コ
ー

ル
の
依
存
状
態
と
は
、

長
年

飲
み
続
け

て
い
る
う

ち
に
習

慣

と
な
り
、
ア

ル
コ
ー

ル
が
な

い

と
精

神
的
に
不

安
と
な
っ

た
り

指

の

ふ
る
え
な

ど
の
身

体
症

状
を
現

わ
し

た
り
、
異
常

な
飲
酒
行
動

を

示
し

た
り
す

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

早

い
人

で
は

、
３

８
６
年
飲

み
続

け

る
と
依
存
症

に
な
る
こ

と
が
あ

り
ま
す

。
現
在

囗
本
に
は

、
約
2
0
0

万
人

の
ア

ル
コ

ー
ル
依
存
症

の
患

者

が
い
る
と
推
定

さ
れ
て

い
ま

す

が
、

ス
ト

レ

ス
を
ア

ル
コ

ー
ル
で

解
消
す

る
こ

と
は
依
存
症

へ
の
一

番
の
近

道
で
あ
り

さ
け
た

い
も

の

で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に

つ
き
あ
う
為
に

●

心
と
体
に

よ

い
飲
み

方
1
0ヶ
条

①
楽
し
く
飲

も
う
↓

ヤ
ヶ
酒
は
飲

み
す

ぎ
の
も

と
。

②
ゆ
っ
く
り

飲
も
う
↓

イ

ッ
キ
飲

み

は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う

。

③

食

べ
な

が
ら
飲
も
う
↓

栄
養
の

づ

ダ
ン
ス

か
ら
も
胃
壁

の
保
護
か

ら
も
大
切
で
す
。

④
自
分
の
適
量

に
と

ど
め
よ
う

⑤
週

に
２
囗

は
休
肝
囗

を
↓

肝
臓

の
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
為

に
、
最

低
週

２
囗
は

休
肝
日
を

も
う

け
ま

⑥
く
す
り

と
一

緒
に
飲
ま

な

い

⑦
強
い
ア

ル
コ
ー
ル
は
薄
め
よ
う
。

⑧
肝
臓
な

ど
の
定
期
検
査
を
受

る
。

⑨
「
丈
夫
で
長

持
ち
」

を
心

が
け

て

楽
し

も
う
。

7　●保健コーナー

広報よもぎた



アメリカ合衆国視察記 村長 八　戸　良次郎

広報よもぎた

青
森

県
町
村
会

の
海

外
視
察
計
画
に
よ
る
（
四

年
に

一
回

）
海
外

視
察

団
員

と
し

て
八
名

と
共

に
九
月
二

十
五
日

か
ら

十
月
四

日
ま
で

、
米
国

及

び
カ
ナ

ダ

の
一
部
を

視
察
す

る
機
会
に

恵
ま

れ
、
日
米

関
係

の
諸
問

題
な

ど
、
終
戦
と
共

に
。

日
本
国

と
最
も
関

係

の

深

い
国

と
認
識
し

て

い

た
こ

と
か
ら
、
私

は
多

年

の
願

望
で
あ
り

ま
し

た
ア

メ
リ

カ
を
見

る
こ

と

が
で

き
て
、

誠
に
嬉

し

く
感

激
で
一
杯
で
あ
り
ま
し
た
。

以
下

見

た
ま
ま

の
状
況

と
私
見

を

ま
し

え
て

ご
報
告

い
た
す

こ
と
と

し

ま
す
。

先

ず

、
米
国

は

。
広
大

だ
″
と

い
う

こ

と
と
、
多

民
族
と

い
う

こ

と
に
驚

い
た
。
航

空
機
の
発
達

で

成
田

国
際

空
港
（
新

東
京
国

際
空

港

）
か
ら
ノ

ン
ス
ト

ッ

プ
約

十
五

時
間

で
首

都
ワ

シ
ン
ト

ン
に
小
雨

け

む
る
夕
方

着
陸

、
日
本
人

の
現

地

通
訳

、
高
野
よ
り
子

さ
ん

（
六

十
才
近

い
人

）
の
案
内

で
直
ち

に

ホ
テ

ル
に

旅
装
を
解

く
。

さ
す

が

首

都
だ
な
あ

と
第
一

印
象
は
美

く

Ｌ

い
町
で
あ

る
。
首

都
フ
レ

ン
ド

ン
は

バ
ー

ジ
ニ
ア

州

と
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
の
間

に
位
置
す

る
コ

ロ
ン

ビ
ア

特
別
区

で
、
大
西
洋

か
ら
二

〇
〇

にｍ
の

ポ
ト

マ
ッ
ク
河

に
沿

っ

た
町

で
あ
る
。
思

い
出
す
方

も
多

い
と
思

う

が
、
日
本
で
は

、
桜
祭

り

が
有

名
で
あ

る

が
、
日
米

親
善

の

絆
も
強

い
こ

と
も
あ
り

、
弘
前

市

か
ら
の
桜
も

植
え
ら

れ
て

い
る

と
説

明

が
あ
っ

た
。
日
本

と
の
時

差
は

十
四

時
間

、
九
月
の
平
均

気

温

は
最

高
二

十

六
度
、
最
低

十
九

度

と
の
こ
と

、
丁
度

青
森
県

の
気

候

の
様

に
感
じ
ま
し

た
。
翌
朝

か

ら
は

、
市
内
視
察

、
ホ
ワ
イ
ト
（

ウ
ス

、
リ
ン

カ
ー
ン
記

念
館

を
見

学
、

ホ
ワ

イ
ト
（

ウ
ス
で
は
歴

代

大

統
領

の
胸
像

か
お

り
、
日
本

の

国

会

と
の
差

が
窺

が
わ
れ
た
。
第

十
六
代

大
統
領
ア

ブ
ラ
（

ム
リ

ン

カ
ー

ン
の
偉
大
な
業
績
に
ふ
れ
た
。

即
ち

、
南
北
戦
争

で
北
軍
を

指

揮
し

て

勝
利

を
得

、
人
道
主
義

に

基

づ
く

奴
隷
制
度
廃
止

を
主
張

、

一
八
六
三

年
、
開
放
宣

言
を
行
っ

た

が
、
二

年
後
暗
殺

さ
れ
た

と
い

う

。
視
察
記

は
順
不
同

に
な
る

と

思
う

が
次
に
食

べ
物

に
つ

い
て
。

○
　

食

べ
も
の
は
機
内

食
は
極

め

て
多

く

、
私
は
二

回

に
一
回
は
食

べ
な
か
っ

た
。
各
国
航

空
会
社

が

サ

ー

ビ
ス
合
戦
を
し
て

客
を
集

め

て

い
る

と
い
う

話
を
き

い
た

が
、

正

に
そ

の
通

り
で
あ
っ

た
。

ジ
ュ

ー
ス
、
コ

ー
ヒ
ー
類

、
飲
物
を
の

ぞ
い
て

は
日
本
人

の
好

み
で
は

な

か
っ
た

と
思
う

。
米
国

、
カ
ナ

ダ

を
通
じ
て

ビ
フ
テ
キ

は
大
き
く
厚

く

、
私
達

は
ま
た
フ
ラ
ン
（
草
鞋
）

が
き
た

と
笑
っ
た
。

お
い
し
く
な

い
と
感
じ

た
。

視
察
中

、
イ
タ
リ

ア
料
理
、
フ
ラ

ン
ス
料

理
、
中
国

料
理

、
日
本

料
理
も

一
回

づ
つ
食

べ
た

が
、
中
国

料
理

と
日

本
料
理

が
断

然
お

い
し

か
っ

た
。
ワ

シ
ン

ト

ン
か
ら
国
内
飛

行
で

バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
へ
　（
水

牛
の
意
味

で
は
な

い

と
の
こ
と
。）

○
　

北
米

カ
ナ

ダ
領
ナ
イ
ア

ガ
ラ

の
滝
見

学
、

エ
リ

ー
湖
（
五

大
湖

の

一

つ

）

か
ら

オ

ン
タ

リ

オ

湖

に
流

れ
る
ナ
イ
ア

ガ
ラ

河
の
途
中

に
あ

る
ナ
イ
ア

ガ
ラ

滝
は
余

り
に

も
有
名

で
滝
は
二

つ
荳
ん
で
お
り
、

米
国
領

、
カ
ナ

ダ
頷

だ
と
い
う

。

滝
の
落

ち
る
距
離

は
五

十

メ
ー
ト

ル
～
六

十
メ
ー
ト

ル
だ
と

い
う

。

通
称
世
界

一
の
ナ

イ
ア

ガ
ラ
滝

と

い
わ

れ
て
い
る
通
り

壮
大
な
眺

め

で
あ
り

、

勹
不
ム
ー
ン
人
気

は
今

も
高

い
と
の
こ
と
。
ア

メ
リ

カ
と

カ
ナ

ダ
の
国

境
は
入
国

手
続

が
極

め
て
簡

単
一
分
間
位

で
Ｏ

Ｋ

、
陸

橋
続
き

の
国

境
で
通
行

車

幀
も

ひ

っ
き
り

な
し

の
状
況

だ
か
ら
無

理

も
な

い
こ

と
だ
と
感
じ

た
。

○
　

本
格

的
な
行
政

視
察

の
始
ま

り
。
三
日
目
は

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
か
ら

飛

行
機
で

約
一
時
間

、
シ
カ

ゴ
着

シ
カ

ゴ
か
ら

一
時
間
半

で
、
ミ
ネ

ア

ポ
リ

ス
市

へ
、
文
化

的
中
心
地

ミ
ネ
ア

ポ
リ

ス
は

、
ミ
ネ
ソ

タ
州

の
都
で
あ

る
セ

ン
ト

ポ
ー
ル
市
と
、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
沿
岸
に
隣
り
合
っ

て

い
る
双
子

都
市
と

い
わ
れ
て

い

る
。
従
来
か
ら
の
有
名
な
穀
物
取
引

地
で
あ
る
と
共
に
（

イ
テ
ク
先
端
技

術
の
町
で
あ
る
。
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
市

で
は
日
本
人
の
貿
易
交
渉
事
業
兼
、

旅
行
業
者
の
片
桐
志
郎
所
長
（
六
十

才

位

、
長

野
県
出
身

）
か
ら
翌
日

の
市
役
所

を
主
体

の
訪
問
視
察

の

予

備
知

識
及

び
米
国

の
国

情

、
経

済
状
況

、
日
本
と
の

か
か
お
り
等

詳
細
説

明
を
受
け
、
意
見

交
換

を

し

た

が
、
都
市
計
画

の
手

法
、
地

域

開
発

の
構
想
、
財

政
捻
出

の
計

画

、
行

政
制

度
な

ど
日
本

、
青
森

県

等
と

は
比

較
に
な
ら

な
い
こ
と

ば
か
り
で

、
国

の
成

立
、
多
民
族

な
ど
複
雑

な
内
容

は
あ
る
に
せ
よ
、

余

り
も
遠
大

な
も
の

ば
か
り
で
驚

く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米

国

の
経
済

、
文
化
な

ど
現
況

を
勉

強
で
き
て
改
め
て
米
国
を
偉
大
だ
な

あ

と
感
じ

た
。

特
に
ラ
イ

フ
ス

タ

イ

ル
の
点
で
所

得
の
一
位

は

ベ
ビ

ー
ブ
ー

マ
ー

ズ
で
三

十
六

・
七
才

～
四

十
六
・
七
才

台
の
人
間

が
六

十
五
％

を
占

め
て

お
り

、
大

統
領

候
補

の
ク
リ

ン
ト

ン
氏
も

こ
の
部

類
に
属
し

人
気

が
高

い
と
い
う

。

（
以
下

次
号

こ

アメリカ合衆国視察記●8



＊あなたのまちの漬物大集合！

わたしたち青森地域広域事務組合は、ブルーロード圈域（青森市と東部６町村）に古くから

ある地域独自の昧「漬物」を掘り起こし、新しい圈域の味づ くりとして７市町村の共同による

商品開発、流通販売にまで結びつけたいと考えております。

圈域には多くの漬物自慢の方々がいらっしゃいます。その方々の漬物を一堂に集め、その素

晴らしい地域の昧を再発見 匸 物産開発のきっかけとするために「（仮称）ブノト ロード漬物大

集合」を開催します。わたしたちのふるさとの味再発見のこのイベントは、あなたの作った漬

物が主役です。伝統的なものから新作までどうぞ奮ってご出品ください。

<応募のきまり〉

Ｏ資　格…　ブルーロード圈域（青森市と東郡６町村）にお住まいの方、又はグループであれ

ば年齢・性別は問いません。

Ｏ出品数…　 １人（１グループ）何品目でも構いません。

Ｏ出品量…　 １品目につき1 ～2kg 程度。

Ｏ材　料…　 地場のものであれば種類は問いません。

Ｏ製　法…　 どんな作り方でも構いません。

〈応慕方法及び応募問い合わせ先〉

応募される漬物の出品票は、蓬田村役場企画課（登0174-27-2111 、内線237) で用意し

てあります。

<応 募 締 切 り 〉　 平 成 ４ 年12 月10 日 （ 木 ）

<審査及び表彰〉出品いただいた作品は、イベント当日、審査員及び一般参加者の審査により

最優秀賞、各種部門賞、奨励賞など多数表彰いたします。

<イベント開催日程〉　 日時　平成５年１月17日（日）、場所　 青森グランドホテル「平安 の

間」、内容　 「（仮称）ブルーロード漬物大集合」、展示試食、漬物シンポジウム（講演会、パネ

ルディスカッション）、審査、表彰

※　皆さんの周りにおいしい漬物をつくっている方かおりましたら、是非ご紹介ください。

年

金

週

間

十
一
月
六
日
～
十
一
月
十
二
日

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
改
正
さ

れ
た
年
金
制
度
は
、
す
べ
て
の
国

民
を
対
象
と
し
た
基
礎
年
金
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
将
来

避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
「
長
期

的
に
安
定
し
た
年
金
制
度
」
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
金
制
度
が
自

分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
民

ど
う
し
の
助
け
合
い
、
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
制
度
の
基
盤
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
の
加
入
者
を
除
い
て
四
十
一

万
四
千
人
が
加
入
し
、
万
一
の
事

故
や
老
後
に
備
え
て
い
ま
す
。

受

給

権

者

数

も
二

十

一
万

七

千

人

を

超

え

総

年

金

額

は

八

百

七

十

八

億

円

に

達

し

て

い
ま

す

。

こ

の

よ

う

に
す

っ

か
り

生

活

の

中

に

定

着

し

た
国

民

年

金

で

す

が

「
年

金

は

い
ら

な

い
」
、
「
加

入

し

て

も

保

険

料

を

納

め

て

い

な

か

っ

た

」

な

ど

の

た

め

、

年

金

を

受

け

ら

れ

な

い
人

も

い
ま

す

。

県

と

市

町

村

で

は

十

一

月

六

日

か

ら

十

二

日

を

年

金

週

間

、

十

一

月

中

を

国

民

年

金

制

度

推

進

月

間

と

し

て

、
県

民

の

み

な

さ

ん

に

年

金

制

度

を
正

し

く

理

解
し

て

い

た

だ

く

た

め

、

い
ろ

い

ろ

な

行

事

や

広

報

を

行

い
ま

す

。

こ

の
機

会

に

み

な

さ

ん

も

年

金

に

つ

い
て

考

え

て

み

て

は

い

か

が

で

し

よ
ヽ
つ
か

。

十
一
月
は

県
・
村
民
税
四
期
分
　
　
の
内
期
限
で
す

国
民
健
康
保
険
税
五
期
分
　

・

あ
り
が
た
く
　
テ
レ
ビ
を
拝
み
　
　
毋
が
老
い
　
　
昭
　
夫

・

各
部
屋
に
　
　
テ
レ
ビ
置
か
れ
て
　
無
い
団
ら
ん
　
節
　
子

・
テ
レ
ビ
に
も
　
歴
代
ド
ン
の
　
　
　

黒
い
影
　
　
　

堅
　
吾

・
世
界
の
目
　
　
宇
宙
テ
レ
ビ
が
　
　

集
め
て
る
　
　
増
　
吉

・
ひ
ま
つ
ぶ
し
　
　

管
理
し
て
い
る
　
　
Ｔ
▽
欄
　
　
　
啓
　
子

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
　
孫
優
先
で
　
　
　
　

爺
が
あ
と
　
　
年
　
栄

・
テ
レ
ビ
見
る
　
　
子
に
宿
題
を
　
　
　

先
づ
や
ら
せ
　
清
　
乃

・
金
い
ら
ず
　
　
　
　テ
レ
ビ
で
世
界
の
　

旅
を
す
る
　
　
お
　
富

ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

、
も
う

一
つ

の
呼
び
名
は

″
遊
蓬
″
と
書

い
て
、
ユ

ー
フ
ォ
ー

、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、

謎
の
飛
行
物
体
、
蓬
田

で
遊
ぶ
と

い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

遊
び
気
分
で
″
遊
蓬
″
へ

行
こ
う
／



広報よもぎた

鰊
あ
れ
こ
れ

田
中
　

蕉

山

か
つ
て
松

前
藩
は
米

の
出

来
な

い
藩
で
し

た
。

そ
こ
で
藩
で

は
無

尽

蔵
と
言
え

る
ほ
ど
に
漁
獲

の
あ

っ
た
練
に
目

を
つ
け
、
こ

れ
を
米

の
変
わ
り

と
し

ま
し

た
。

「
緋
」

魚
に
非
ず

と
言
う

訳
で
魚
偏

に
非

と
書

き
「
緋
」

と
し

、
ま

た
悚
場

の
親
方
達

が
信
仰
し

た
神
様

が
ほ

と
ん
ど
稲
荷
様

（
米
の
神
様

と
し

て
拝

ま
れ
て

い
た
）
の
事
を

考
え

て
も

、
米
な
ら

ば
豊

作
で
あ

る
と

同
様

に
、
練
が
豊
魚
で
あ
る
様

に
と

米

の
神
様
に
頼

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

そ

の
為
松

前
藩

で
、
練
を
対
象

に

し

た
税
金

は

「
漁
業

諸
役
」

と
、

四
方

海
で
あ
っ

た
出

船
入
船
に

か

お
き
の
く
ち
し
ょ
や
く

け

た
「
沖

之

囗
諸

役
」
と
言
う
税

制

が
あ
り

勿
論

「
林

業
諸
役
」「
農

事
諸

役
」
な

ど
も
あ
り

ま
し

た
が
、

こ
の

漁
業

諸
役

、
沖
之

囗
諸
役

に

藩
の
命

脈
を
保
つ
も

の
と
し
て
力

を
入

れ
た
様

で
し

た
。

漁
業
諸

役
に
は
運
上
金

、
冥
加

金
、
上
乗
金

な

ど
が
あ
り

藩
で
は

そ
の
経
済

が
ふ
く
ら

む
に
つ
れ
、

運
上
金
な

ど
を

ど
ん
ど
ん
と
上
げ
、

そ
れ

が
為

に
場
所
の
経
営
者
達
（
知

行
を
う
け

た
武
士

）
が
経
営
出
来

な
く
な
り

、
利

に
さ

と
い
商

人
に

そ

の
場
所
、

鱇
の
取

れ
る
浜

と
経

営
権

を
貸
し

た
り

譲
っ

た
り
す

る

様

に
し

て
、
己

の
安
全

を
図

り
、

又

そ
れ
を
受
け

た
商
人

は
自
ら
の

出

資
し

た
分
を
取

り
返
す

べ
く
色

々
と
経
営
上
に
才

覚
を
用

い
、
営

業
上

の
経
費
節

減
を
図
り

、
又

そ

の
下

で
慟
く
人
達

に
苛

酷
な

労
働

を

強
い
ら
れ
る
結
果

と
な

る
の
で

す
。つ
ま

り
、
運
上
金

と
は
商
人

や

知
行
主

が
藩
主

か
ら
場
所
に

お
け

る
交
易

を
請
け
負
う

と
、
年
二

期

に
分
け

て
支
払
う

料
金
で
あ
り

、

こ

れ
が
最

初
の

と
き
、
百
六

十
両

で
あ
っ

た
も
の

が
次
の
年
に

は
二

百

五
十
両

に
跳
ね
上

が
っ
て

い
き

そ
の
次

に
、ヽ
冥
加
金

と
言
う

の
が

あ
り
、
本

来
冥
加

と
は
知
ら
ず

知

ら
ず
に
受
け

て

い
る
神
仏
の
加

護

に
感
謝
し

て
神
社
や

お
寺
に
奉

納

す
る
金
で
し

た
。
そ

れ

が
江
戸
時

代
に
は

、
商

人
な

ど
に
幕

府
や
藩

が
課
し

た
一
種
の
税
金

、
あ
る

い

は
献
金

が
冥

加
金
と
呼

ば
れ
る
よ

う

に
な
り

、
私
共
こ
う
し

て
暮
ら

し

て

い
け

る
の
も
あ
な

た
様
（
幕

府

や
藩

）
の
お
陰
様
で
す

と
言
う

献
金

を
強
調
す

る
為

の
言
い
訳

の

隠

れ
蓑
で
あ

っ
た
様
な
気

が
し

ま

す
。そ
の
次
に

「
差
荷
」

と
い
う

も

の
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
場
所

を
請
け
負

っ
た
人

が
運
上

金
の
外

に
知
行
主
や
藩

に

賄
料

と
し

て
産

物
を
納

め
る
習
慣

の
こ

と
を

い
い
、
時
に
は
金

で
納

め
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

例

え

ば
、
魚
油
二
斗

人
二
樽

、
あ

わ
び
二

乗
、
干

し

た
ら
五
束

、
身

欠
練
四

千
本
入

一
俵
、
さ
ら

に
場

所
で
働

い
て

い
る
ア

イ
ヌ

か
ら
外

割
練
二
百

十
乗
等
受

け
と
っ
て

い

ま
す
。

こ
れ
を
金

で
換
算
す

る
と

相
当

な
も
の
に

な
る
と
思

い
ま
す
。

そ

の
次
に
上
乗
金

と
言
う
も

の

が
あ
り

ま
す
。
こ

れ
は
上
乗

役
と

言

っ
も
の

が
あ
り

、
松
前
藩

の
直

領
に
家

臣

が
交
易
船

に
乗
り
現

地

に
出
張
し

、
交
易

を
円

満
に
行

い

積
み
荷

の
吟
味

、
魚
場
の
そ

の
年

の
魚
獲

の
実
体
等

を
見

る
現
場
主

任
監
督

の
様
な
も

の
で
あ
っ

た
と

思

い
ま
す
。

あ

る
書

物
に
「
小
姓

、
馬
回
り

と

い
う
位

の
侍
で

、
ソ

ウ
ヤ
、
ア

ッ
ケ

シ
へ
の
渡
海
す

る
上

乗
役

の

給
金
は

、
一
度
の
往
来

で
お
よ
そ

金

三

十

両

に
あ

た

る

に

よ

し

、

足

や
り
も
ち
　
　ぞ
う
り
と
り

軽

に

十

両

得

、

鑓

持

、

草

履

取

に

至

る

ま

で

交

易

の

為

に

持

ち

行

く

も

の

に

定

法

あ

り

、

下

々

た

る

も

の

は

針

を

持

ち

行

く

こ

と

に

て

、

松

前

地

に

お

い

て

は

金

一
両

の

針

を

持

ち

行

か

ば

、

お

よ

そ

五

両

・

七

両

に

な

る

も

の

に

引

き

返
し

て

帰

る

よ

し

、

彼

地

に

て

は

針

一
本

に
干

鮭

の
五

つ

六

つ

も

く

れ

る

よ

し

、

待

格

足

軽

も

鉄

類

の

品

を

も

っ

て
利

を

え

る

こ

と

な

り

」

と

あ

り

ま

す

。

そ

れ

に

し

て

も
昔

、

針

は
大

変

に

貴

重

で

女

が
外

へ

出

て

か

っ

と

泣

く

と

、

子

供

が
死

ん

だ

か

、

針

が
折

れ

た

か

と

人

々

が
集

ま

る

と

言

う

く

ら

い
貴

重

な

物

で

あ

っ

た

よ

う

で
す

。

「
仕

向

金

」

は

松

前

藩

で

は

場

所

勤

番

の
士

は

上

乗

役

が

固

定
し

た

も

の

で

、

上

乗

役

の
費

用

は

場

所

請
負
人
の
負

担
で
あ
っ
た
た
め
、

当

然
勤
番

の
費

用
も
請
負

人
に
負

担
さ
せ
た

が
、
後
、
弊

害
が
多
か

っ
た
の
で
仕
向

金
と
唱
え

て
こ
れ

を
租
税
化
し

た
も
の
で
あ

る
。

例
と
し
て
文

化
二

年

、
マ
シ
ケ

（

マ

マ
シ
ケ
両

場
所

運
上
金
二

千

四
百

拾
七
両
。

安
些

二
年
、
運
上

金
百
五

拾
両

、
跡
買
運
上

金
百

拾

両
二

歩
、
積
金
五
両

と

永
楽
銭
二

百

文
盖
荷
役
七
両

、
仕
向
金

七
拾

両
二

分
と
永
楽

銭
二
亘

二
拾
六
文
、

建
網
冥
加
金
九

拾
六
両
等

と
な
っ

て

い
ま
す
。

「
沖
之

囗
諸

役
」
は
ま

こ
と
に

こ
ま

ご
ま

と
し

た
も
の
で

、
ま
た

次
の
機
会
に
で

も
書

き

た
い
と
思

い
ま
す
。

寄稿、鰊あれこれ●10



私
か
ら
あ
な
た
へ
 
７

い
ず
み
や
・
ち
え
こ
・
泉
谷
ち
ゑ
子
（
長
科
）

通
勤
歩
い
て
一
日
一
万
歩

今
回
は
、
泉
谷
ち
ゑ
子
さ
ん
の

登
場
で
す
。

泉
谷
さ
ん
は
、
父
母
、
夫
、
子

告
二
人
（
幸
子
さ
ん
、
博
之
君
、

奈
津
子
さ
ん
《
高
三
》
）
の
七
人

家
族
で
す
。
次
女
奈
津
子
さ
ん
の

就
職
も
決
ま
り
来
春
、
泉
谷
さ
ん

の
子
育
て
も

ヱ
竿
業
”
と
い
う
と

こ
ろ
。
家
族
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
泉
谷
さ
ん
は
、
牧
場
祭
や

村
民
祭
に
家
族
で
出
掛
け
ま
す
。

ま
た
、
玉
松
太
鼓
愛
好
会
に
も
、

長
女
の
幸
子
さ
ん
、
次
女
の
奈
津

子
さ
ん
と
親
子
で
所
属
し
て
い
ま

す
。
「
太
鼓
は
本
当
に
好
き
、
一

週
間
の
も
や
も
や
が
ぱ
っ
と
晴
れ

※
次
回

登
場
予

定
者
は

三
浦

八
重
子

さ
ん
で

す

て
さ
っ

ぱ
り
し

ま
す
。
三

人
で
練

習
に
行
く

か
ら
特
に
楽
し

い
の
か

も
・：
」
と
話
し

て
く

れ
ま
し

た
。

泉
谷
家
で

は
家
庭
の

だ
ん
ら
ん

に
、
レ
ー

ザ
ー
カ
ラ

オ
ケ
を
購
入

し

ま
し

た
。

「
我

が
家
は
み

ん
な

歌

が
得
意
な
ん
で
す

、
私

だ
け

ま

る
で
ダ
メ
、
喋

る
こ
と
は
得
意

だ

か
ら
ナ

レ
ー

シ
ョ
ン
専
門
で
す
」

趣

味
は
、
川
柳

や
詩
を
つ
く

る

こ

と
。

川
柳
は
傘
松
川

柳
会
に
入

会

、
本

誌
の
川
柳
北
緯
4
1度
に
毎

月
句

を
掲
載
し
て

い
ま

す
。

詩
は

若

い
頃

か
ら
書
き
留

め
た
ノ
ー
ト

が
何
冊

も
あ
り
、
そ

の
中

で
も
十

八
才

の
時

つ
く
っ
た
次

の
詩

が
お

気
に
入
り
。

題

。
私

は
タ

バ
コ
に

な
り
た

い
”

い
つ
も

貴
方
の

ポ
ケ
ッ
ト

暖
か
な
胸
に
抱

か
れ
…

い
つ

と
な
く
吸

わ
れ

押
し

消
さ
れ

る
…

…

そ
れ
で
も

私
は
タ

バ
コ

に
な
り

た

い
。

今

で
も
よ
く

口
ず
さ
む
と

い
う

の

で

、
旦
那
さ
ん

を
イ
メ
ー

ジ
し

て

で
す

か
？

と
聞

く
と
「
ま
、
そ

れ

も
少
し

あ
る
け

ど
、
つ
く
っ

た
の

が
十
八
才

で
し

よ
、
誰
に
で
も
あ

る
じ

ゃ
な
い
で
す

か
、
こ
ん
な
時

期
っ
て

’・
」
と
明

る
く
話
し
て

く

れ
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
中
学

校
時
代
ソ
フ

ト

ボ
ー
ル
部
で

ピ
ッ
チ

ャ
ー
と

い

う

だ
け

あ
っ
て
得
意
。

健
康
を

考

え
て
蓬
田

紳
装
に
勤
め
て
九
年
間

、

通
勤

は
徒
歩
「
家

と
会
社
を
往
復

す

る
と
約
一
万
歩

、
時

間
で
片
道

三

十
分

、
毎
日
歩

い
て
い
ま
す
。

今

の
人

は
車
に
乗
り
過

ぎ
、
も
っ

と
歩

き
ま
し

ょ
う
よ
！
・
う

ち
の

お

じ

い
ち

ゃ
ん
、

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
歩

い
て

い
る

か

ら
元
気

で
す

よ
」

と
健

康
的
。

村

に
望
む
こ
と
を
尋

ね
る
と

「
婦
人

の
み
な
さ
ん

に
呼

び
掛
け

た

い
ん

で
す

が
、
家

庭
だ
け
に
閉

じ
こ
も

ら
ず
、
一
歩
で

も
二

歩
で

も
外
に
目
を
向
け
て
み
る
。
婦
人
会

と

か
研

修
会
と
か

、
い
ろ
い
ろ
な

団
体

の
活

動
か
お

る
で
し

よ

’・
お

金
で
は
買

え
な

い
何

か
が
得
ら

れ

ま
す
よ

ね
！

」
と
熱

っ

ぽ
く
答
え

て
く

れ
ま
し

た
。

今

、
楽
し

み
な
の

は
職
場
の
忘

年
会
。
普

段
飲
ま
な

い
お
酒
も
こ

の
時

だ
け

は
別

、
ア

ル
コ
ー
ル
は

燗
酒
（
他

の
お
酒
は
飲

め
な
い

）

が
好
き

、
ダ
ン
ス

が
好

き
、
賑
や

か
に
す

る
の
が
奸
き

と
活

動
的
な

泉
谷
ち

ゑ
子

さ
ん
で
し

た
。

み
～
つ
け
た

５７

村農業協同組合 竹庫 では、

供米を搬入するトラ ックか ら

の積み降ろしにこのフ ォこ ク

リフ トを使ってい ます。

この機械が登場するまでは、

一 俵一俵、人が拱いで降 ろす

ため 人手が大勢必要でし た。

今 では運び込むのに一 人が

ト ラッ クで乗り付けるだけ で

済む ようになり農家の 人には

大変 喜ばれています。
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広報よもぎた

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
5
0

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

広
報
原
稿
の
依
頼
を
受
け
、
投

稿
す
る
に
あ
た
っ
て
村
勢
要
覧
を

拝
見
し
ま
し
た
。

村

の
人
口

が
減
少
し

て

い
る

の

は
残

念
で
す

が
、
産

業
が
着
実
に

伸

び
多

彩
に
広

が
っ
て

い
る
状
況

を
み
て

、
村
民
の
頑
張

っ
て
い
る

姿

が
思

い
浮
か

ば
れ
ま
し

た
。

私

か
勤

め
て

い
る
松
下

電
器
は

家
庭
電
化
製

品
の
イ

メ
ー

ジ
が
あ

り
ま
す

が
、
総
合
電
気

メ
ー
カ
ー

と
し
て
大

き
く
変
身
し
て

い
ま
す
。

私
は
現
在

シ
ス
テ

ム
営
業
本
部

関
西

支
店
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。

大

阪
で
は
比

較
的

新
し

い
オ
オ
サ

ガ
・

ビ
ジ
ネ

ス

バ
ー
タ

ー
ツ
イ

ン

タ
ワ

ー

つ
一
棟

・
三

十
八
階

）
の

十
八

階
に
事
務
所

が
あ
り
ま
す
。

眼
下

に
大
阪
城

、
そ
の
向
こ
う

に

大
阪

湾

が
見
え
ま
す
。

ビ
ル
か
ら

見
え

る
そ
の
夕
焼
け

は

ガ
ラ

ス
に

反
射
し
て
実
に
き
れ
い
で
す
。

そ
の
反
対
は
万
博
跡
、
そ
の
奥

に
生
駒
山
（
裏
は
奈
良
県
）
、
京

都
タ
ワ
ー
が
見
え
ま
す
。

担
当
は
、
関
西
国
際
空
港
へ
の

情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の
販
売
業
務

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

関
西
国
際
空
港
は
、
大
阪
、
和

歌
山
、
神
戸
、
淡
路
島
に
囲
ま
れ

た
沖
合
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、
橋

と
鉄
道
を
引
き
、
長
さ
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
幅
一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
水
深
三
十
メ
ー
ト
ル
を
埋
立

て
、
海
に
造
っ
て
い
る
国
際
空
港

で
す
。
こ
の
空
港
が
完
成
す
る
と
、
騒

音
問
題
が
大
き
く
解
決
さ
れ
、
二

十
四
時
間
運
用
の
、
ア
ジ
ア
の
国

松
下
電
器
産
業
㈱
シ
ス
テ

ム
営
業
本
部

関
西
支
店
課
長

田
　
中
　
美
智
雄
さ
ん

際
（

ブ
空
港

と
し

て
関
西

の
発
展

に
大

き
く
貢
献
し

ま
す
。
完

成
は

平
成

六
年

の
夏

の
予
定
で
す

。
私

も
そ

の
一
翼

を
担
っ
て

い
る
と
思

う

と
心

が
ワ

ク
ワ

ク
し
ま
す

。
空

港
完

成
時
に

は
、
是
非
一
番

機
で

青
森

に
帰
り

た
い
思

い
で
す
。

私

は
俗
に

い
う
転
勤
族
で
横
浜
、

金
沢

（
石
川
県

）
、
そ
し
て
大

阪
と

転
勤
し

ま
し

た
。
長

女
は
横
浜

、

次
女

は
金
沢
で

生
ま
れ
ま
し

た
。

転
勤

に
も
そ

の
土
地
、
土
地

の

良
さ

か
お

り
、
思

い
出

も
い
っ

ぱ

い
で
す
。
し

か
し

、
私
の
思

い
出

は
自
分

の
生
ま

れ
た
、
親
、
兄

弟

が
住
ん
で

い
る
故

郷
で
す
。

こ

の
地

か
ら
思
う

に
、
陸

奥
湾
、

津
軽
半
島

等
自
然

に
恵

ま
れ
て

お

り
、
そ

の
な
か
で
村

づ
く
り
の
特

色

を
出
し

た
ら
村

が
一
層

魅
力
あ

る
も
の
に

な
る
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

や

が
て
や

ま
せ

が
吹

く
厳
し

い

冬
が
近

づ
い
て
き
ま
す
。

農
業
で
は

牛
肉
の
自

由
化
、
米

の
自
由
化
等
難
し

い
問
題

が
山
積

し

て
い
る

と
思

い
ま
す
。

ど
う

か
、
皆
様

の
力

を
結
集
し

、

克
服
し

て
、

ご
健
康
で
益

々

ご
発

展

さ
れ
ま
す
こ

と
を
大
阪

の
地
上

めも
●･現 住所／〒573 大 阪 府枚方市香里ヶ丘

八丁目24 の18/250720-53-6373･ ・生年月

日／昭和21 年１月４日 ／●･･出身 ／広瀬／

田中勇蔵氏弟●･家族構成／妻・タイ子・

長女 ・利佳・次女 ・愉佳・卜 好きなもの

／ゴルフ・つり 一菜園●･経歴／青森県立

青森商業高等学校卒( 昭 和39年 ３月) ／ 松

下電器産業( 株)入 社( 昭 和39年４ 月) ／ 松

下通信出向( 昭和39 年10 月) ／ 松下電器北

陸特機( 営)･(昭 和50年12 月) ／ 松下電器関

西支店( 昭和60 年６ 月) ～ 現在に至る
関西国際空港完成予想図

せっぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

人 口 と 世 帯 数

(９月30日現在)

総人口4,049人
男　1,932人
女　2,117人
世帯数1,051世帯

９月受付分

お誕生おめでとうございます

飯田　　卓　正義
綾子　二男　

おくやみ申し上げます

森　 聖秀（阿弥陀川　43歳）

藤本　きら（長　科　79歳）

藤本　　繁（長　科　37歳）
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